
応用確率統計（中間試験解答） 平成 22 年 12 月 09 日 

問 1 
特性関数： 
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問 2 
(a) 周辺確率密度関数 ( )Xp x  
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(b) Z の確率密度関数 
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(c) 回帰曲線 
条件付き確率密度関数 
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回帰曲線 ( ) [ ]f x E Y X x= =  
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但し 2z y x= + とする。したがって、回帰曲線

( ) [ ]f x E Y X x= = は下の図になる。 
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問 3 
定義から、キュムラント母関数は ( ) ( )log tXk t E e= 。 
1 次のキュムラントは下のようになる。 
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2 次のキュムラントは下のようになる。 
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(裏へ続く) 
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別解 
モーメント母関数は ( ) ( ) ( )k ttXt E e eφ = = 。モーメント母

関数の性質を利用して、証明する。 
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従って ( ) ( )220     k X X V X′′ = − =  
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問 4 
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問 5 
コインの表が出るのを 1、裏が出るのを 0 として、そ

して出た結果を確率変数 X とする。X の一般化確率密

度関数は 
( ) ( ) ( )0 5 1 0 5. .p x x xδ δ= − +

 X 平均は 0.5、分散は1 4になる。 
n 回をふって出た結果の平均 Ynをとして 
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そして、中心極限定理から、Ynは正規分布に法則収束

する。従って Ynの確率密度関数は 
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100 回コインをふって 55 回以上表が出る確率は 
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但し ( )
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0 5. Yz y σ= − 。 
10000 回コインをふって K 回以上表が出る確率は 
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問 6 
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